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論文内容の要旨

本論文は研削切断の作業条件最適化に関する研究結果をまとめたもので， 9 章から成っている。

第 1 章は序論で，最適条件を志向するとき，観点によりその内容が異ることを概括的に述べた。

第 2 章において生産費用にかかわる作業条件として，砥石周速度，砥石送り速度，負荷電力をとり，

その特性を明らかにするため研削機構を理論的に考察した。

第 3 章においては，負荷電力を一定にした場合の切断所要時間より最大生産率をみたす切断条件を

導いた。

第 4 章において，高速切断の可能性および砥石損耗に関係がある工作物温度および研削面温度を理

論と実験により考察した。

第 5 章において，研削切断の経済性問題の中核をなす砥石損耗量と研削条件の関係を求めた。

第 6 章は補足的事項である作業要領に関し，多重切断の効果，切断幅および切断位置の影響を実測

により確認した。

第 7 章においては，以上で求められた操作因子と諸特性の関係式に原単位費用を設定することによ

り費用関数を確立し，それを用いて各種基準(最大生産率基準，最小費用基準，最大利潤基準)の研

削条件と費用を比較した。

第 8 章は，資本費，稼働費とともに負荷率を考慮すべきであるという主旨のもとに，それを導入し

た経済計算式を示し，設備特性による負荷率の影響を検討するとともに，研削切断にそれを適用した

結果を示した。

第 9 章は本論文の総括である。
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論文の審査結果の要旨

本論文は，これまで研究が比較的少ない研削切断の問題について，生産技術的観点、から解明すると

共に，管理工学的考察を行なったものであり，その研究成果を要約すると，次の通りである。

(1)研削切断作業に関する基礎的研究を行なった。すなわち研削切断機構の理論的考察をして，作

業条件と作業特性の関係を明らかにし，経済的生産のための基本的資料を得た。

(2) 研削切断の経済性において重要な役割を果す砥石損耗量と作業条件の関係を実験的に求め，ま

た砥石摩耗の微視的構造を明らかにした。

(3) 研削切断の経済的分析を行なったO すなわち，生産費用関数の詳細な数学的定式化をし，最大

能率わよび最大利潤基準の最適作業条件の比較をした。

(4) 設備負荷率の考え方を導入して 資本費と稼働費の両方を考慮に入れた経済的最適化解析をし

た。

以上のように，本論文は，これまで検討がなされていなかった研削切断について，工学技術的な研究

と共に経営管理的な考察を行なった点で，理論上並びに実務上意義が大きく，その成果は生産工学の

分野の発展に寄与する所が多大で、あり 博士論文として価値あるものと認める。
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